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オフィス内でのコンピュータネットワークや、電話だけにとどまらない携帯電話を使ったコミュニ

ケーションといった通信環境の整備によって、利便性の高い社会生活が成り立っている。一方、大

洋を航行する船舶の大部分である貨物船では、陸上に比べて国際的でかつ、高速でかつシームレス

な通信環境が整っていないために、陸上のコンピュータネットワークと情報を共有しようにもでき

ないのが現状である。 

本研究では、情報の収集や蓄積等処理の自動化のために自由な発想による通信形態を提供し、日々

進化しているインターネットに代表されるコンピュータネットワーク技術と、船舶用の 10 倍以上

の高速な放送波を船舶との情報の交換に利用することを考え、船舶での情報処理の現状を調査し、

船舶に適合する通信技術と伝送手段について検証する。これらの回線は船舶用として設計されてい

ないので、「北斗丸」（全長 125m,総トン数 5877トン、航海訓練所）、「汐路丸」（全長 49m、総トン数

425 トン、東京商船大学所属）、「鳥羽丸」（全長 40m、総トン数 244 トン、鳥羽商船高等専門学校所

属）の各船の運航で利用し実用性の検証を行い、コンピュータネットワーク技術と放送波など一般

向けの高速な情報伝送手段が、コストを重視する貨物船においても有効であることを確認すること

とした。 

 

取り上げた技術は、以下のとおりである。 

 （１）洋上で様々な衛星を利用する技術・・多衛星追尾機構の開発 

 （２）気象衛星の運航上での利用技術・・・運航の局面での利用報告 

 （３）テレビ放送の船舶上での受信・・・受信技術および利用状況の調査(衛星放送、データ放送、

文字放送、アンケート調査） 

 （４）船舶からのインターネット接続・・UUCPによる通信と、ネットワーク構築事例 

 

まず、現状の船舶での通信環境を調査し、既存の遭難通信を基本とする業務通信の問題点を明らか

にした。現状の通信回線を使った場合の航海情報の伝送と蓄積方法は、船の動静や位置によって必

要とする情報量は異なるといった船舶特有の条件を考慮すると、高速な通信回線の利用できる沿岸

付近では放送衛星等を利用し、洋上では気象衛星を受信して船舶の運航に最も重要な気象情報を入

手するような回線の切り替えが必要である。そして、最低限必要なコミュニケーションは要件を伝

えるのに情報量が少なく、共有しやすい電子メール、ネットワークニュースを利用するのが適当で

あることがわかった。 

 

船への送受可能な通信回線である船舶用の電話回線は低速（～9.6kb/s）かつ、高額であるが、現在、

船舶へ専用回線で伝送されている情報は本研究の調査の結果、数十キロバイトであり、低速ながら

も船舶用の電話回線とモデムを使うことで船舶へ短時間に伝送できる。また、陸船間のネットワー

クは、排他的な接続と効率的なデータ伝送を可能とする UUCP （Unix to Unix CoPy ）を利用したゲ

ートウェイと、電子メールとネットワークニュースを利用した情報の蓄積・更新の自動化により、

航海支援情報を船舶へ伝送し、運航場面で利用できることを確認した。 

このように電子データによる航海支援情報の伝送は、船上で保管が容易になる等コスト以上に利点

が多い。さらに、放送波やインターネットを使って船舶へ電子メールやネットワークニュースとい

った形態で情報を伝送することは可能かつ、意味があり、今後の船舶運航への導入が可能であるこ

とを船上での実験を通じて確認した。 


